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様式1-4-2 (2022-1) 

令和4 年度研究開発成果概要書 

 

採 択 番 号     22604 

研究開発課題名 データ利活用等のデジタル化の推進による社会課題・地域課題解決のための 

実証型研究開発   

副 題     想定外災害発生時に必要な即興的対応能力創発型教育訓練シナリオの検討及び 

  実証試験の実施     

 

（１）研究開発の目的 

 南海トラフ巨大地震発生時に児童・生徒の命を守るために学校現場で起こる様々な想定外の事

態をVR 技術により再現・デジタル化し、教職員がとるべき行動シナリオを検討して既存の災害

対応訓練システムに組込み、訓練を重ねることで教職員が災害発生時に適切かつ迅速に「即興的

対応能力」を発揮できるようにすることである。また訓練を通して一つのクラスでの教職員の自

律的行動が自発的秩序形成（自己組織化）を促し、各クラスの教職員個々人の単独行動では獲得

できない学校個別組織（各クラス・各学年・職員室）全体の「即興的対応能力」の獲得目指した

教育訓練のためのシナリオの検討および実証試験の実施を行う。 

 

（２）研究開発期間 

    令和4 年度から令和6 年度（3 年間） 

 

（３）受託者 

国立大学法人香川大学＜代表研究者＞ 

国立大学法人徳島大学 

 

（４）研究開発予算（契約額） 

令和4 年度から令和5 年度までの総額20 百万円（令和4 年度10 百万円） 

※百万円未満切り上げ 

 

（５）研究開発項目と担当 

    研究開発項目1 想定外災害時の個人の自律的・非自律的行動の他の個人・組織への影響分析 

研究開発項目1-1 過去の災害報告書等の調査・分析（国立大学法人香川大学） 

研究開発項目1-2 災害状況再現・対応能力訓練システムによる訓練者の行動分析 

（国立大学法人香川大学） 

研究開発項目２ 様々な想定外事態を組込んだ即興的対応能力創発型訓練シナリオの開発 

研究開発項目２-１ 津波被害のある地域におけるシナリオ開発と検証（国立大学法人徳島大学） 

研究開発項目２-２ 津波被害のない地域におけるシナリオ開発と検証（国立大学法人香川大学） 

 

（６）特許出願、外部発表等                     

         

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  累計（件） 当該年度（件） 

特許出願 
国内出願 ０ ０ 

外国出願 ０ ０ 

外部発表等 

研究論文 ０ ０ 

その他研究発表 ０ ０ 

標準化提案・採択 ０ ０ 

プレスリリース・報道 ０ ０ 

展示会 ０ ０ 

受賞・表彰 ０ ０ 
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（７）具体的な実施内容と成果 

    

研究開発項目１ 想定外災害時の個人の自律的・非自律的行動の他の個人・組織への影響分析 

 

１－１. 東日本大震災に関する、中央防災会議の報告書等、土木学会、災害情報学会、自然災害

学会等の研究論文等、過去の災害報告書・論文の調査を行い、個々人の自律的・非自律的行動をレ

ジリエンスの 4 能力（対処・監視・予見・学習能力）に関連付けて分析し、他の個人や組織の行

動への影響要因を抽出し、定量化・デジタル化のための資料、報告書等の収集を行った。 

 

１－２. 香川大学で開発・運用中の災害状況再現・対応能力訓練システムによる訓練動画から、

想定外事態に対して訓練体験者の指示する言葉の内容やタイミング等、対応行動の内容およびそ

のタイミング等を抽出し、レジリエンスの 4 能力（対処・監視・予見・学習能力）に関連付けて

分析を行う。これらの分析結果および訓練後のヒアリング結果から他の個人や組織の行動への影

響要因を抽出し、パターン化・デジタル化するためのデータの収集を行った。 

 

 

研究開発項目２ 様々な想定外事態を組込んだ即興的対応能力創発型訓練シナリオの開発 

 

２－１および２－２を連動させて、効率的に津波被害のある地域およびない地域におけるシナ

リオ開発した。具体的には以下のことを行った。 

① 徳島市教育委員会を通して、徳島市内の80 園校の防災マニュアルを調査。津波被害が

予想される地震における避難方針を把握。80 園校とは、徳島市津田小学校などの小学

校３０校、徳島市徳島中学校などの中学校１４校、徳島県立城東高校などの高校１０校、

徳島市内町幼稚園などの幼稚園２６園。例えば園校の中には裏山に二次避難するとか、

高架になっている高速道路に二次避難するなどが書かれていた。園校によっては二次避

難をするかどうか判断する基準が明確に書かれていたところもあった。 

 

② 過去の津波災害について文献約２00 件を調査。例えば、「犠牲者の約1/2(山田町)～約

2/3(石巻市)が「自宅にいた」もしくは「自宅に立ち寄っていた」こと、約1/5 が避難

途中で犠牲となり、徒歩避難での多くは女性の高齢者であったことが判明した。」（三上 

卓、「東日本大震災の津波犠牲者に関する調査分析 ～山田町・石巻市～」、土木学会論文

集A1（構造・地震工学） vol.70、 no. 4）など詳細な調査分析もあった。  

 

③ 徳島市内を実際に歩き、どのような想定外が発生しそうか調査。例えば、建物の２、３

階に取り付けられた看板が歩道付近にまで出ており、落下したら歩道をふさぎそうなと

ころなどが見受けられた。 

 

④ ①②③を参考にしながらシナリオを開発した。 

 

 なお、研究開発項目２のシナリオの開発過程において、令和 5 年度の研究開発項目３のシステ

ムの実証試験実施の準備として研究開発項目3―2 に関連した検討も一部行った。 

 

研究開発項目３ 即興的対応能力創発型教育訓練システムの実証試験実施 

 

３－２. ネットワークを利用した遠隔地との実証試験について検討した。具体的には以下の検

討をした。 

① Zoom 等のTV 会議ツールを利用する 

 

② 香川大学で制作した映像を遠隔地で表示する際には、フラットパネルまたは単焦点プロ

ジェクタを用いる。どちらにするかは検討を継続する。 
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（8）今後の研究開発計画 

研究開発項目１ 想定外災害時の個人の自律的・非自律的行動の他の個人・組織への影響分析 

 東日本大震災時の大川小学校の被災事例に代表される教育機関における過去の被災事例およ

び香川大学で運用してきた訓練システムにおける過去の訓練映像を分析し、個人の自律的・非

自律的行動が他の個人や組織の行動に及ぼす影響要因を抽出してパターン化・デジタル化を行

う。 

研究開発項目２ 様々な想定外事態を組込んだ即興的対応能力創発型訓練シナリオの開発 

 教育機関において、個々人や個別組織の単独行動では困難な「即興的対応能力」の獲得を目指

し、様々な想定外事態を組み込んだ訓練シナリオの開発を行う。 

研究開発項目３ 即興的対応能力創発型教育訓練システムの実証試験実施 

 既存の災害状況再現・対応能力訓練システムに組込み、訓練を通して想定外の事態における

個人や組織の自律的行動が自発的秩序形成（自己組織化）の創発過程を見える化・定量化・デジ

タル化し、教職員個々人や学校個別組織の単独行動では修得が困難な「即興的対応能力」を獲得

するための創発型教育訓練システムの実証試験を実施する。 

 


